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研究成果の概要（和文）：スペイン語圏都市でアンケート調査を実施することにより、スペ

イン語文法における重要な統語的テーマの地理的変異を明らかにし、統語研究に生かすの

が目的である。それまでの６年間にわたる調査・研究に加え、新たにこの３年間の調査に

より、スペイン９地点、中南米 12 都市での調査を終え多くの事実が明らかになった。こ

の成果は、本研究の HPhttp://lecture.ecc.u-tokyo.ac.jp/~cueda/kenkyu/bunpo/varigrama/
で見ることができる。 
 
研究成果の概要（英文）：This project aims at obtaining diatopic linguistic data on 
Spanish syntactic variation based on questionnaire The data offered in 9 universities 
in Spain and in more than 10 Latin American cities are accumulated in our data bank 
http://lecture.ecc.u-tokyo.ac.jp/~cueda/kenkyu/bunpo/varigrama/ have served to 
elucidate various grammatical problems of the language. 
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研究分野：スペイン語学 
科研費の分科・細目：人文学・言語学 
キーワード：スペイン語・統語論・方言学 
 
１． 研究開始当初の背景 
(1) スペインのスペイン語、中南米のスペ

イン語で、あるいはそれぞれの地域で
スペイン語の文法には大小さまざまな
文法事項（人称代名詞、再帰文、叙法、
所有表現、前置詞など）で表現方法が

異なることは知られていたが、広大な
スペイン語圏(スペインを含め２３の
国と地域)の地域ごとの差異について
説明がなされるような体系的な先行研
究はなかった。スペインの１地域、中
南米の一定の国々、あるいは、スペイ
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ンと中南米を大まかに比較するなどの
研究に限定されてきたのが現状であっ
た。 

(2) スペイン語文法で問題になることが多
いテーマについてはある程度知られて
いたが、これを統一したかたちで分
析・報告されたことはなかった。各国・
各地域での使用実態、および、同じ基
準でそれぞれを比べることが全体を俯
瞰する可能を与えてくれると考えた。 
 
  

２． 研究の目的 
このような状況で、スペイン語文法で
問題となりやすいテーマをまとめた統
一アンケートを用いて、現地で実施、
データを収集。その後、地理的広がり
を考慮しながらデータを解析するとい
う目的を設定した。これは一方では、
スペイン語方言地理学の新たな試みを
模索することを意味し、他方では、分
担者らが個々に興味をもつ文法現象に
ついて新たな視点を提供するものとの
期待があった。 

 
３． 研究の方法 

スペインおよびスペイン語が話される
中南米（メキシコを含む）の大学など
を中心に学生に対して１００文をこえ
るアンケートを実施する。アンケート
は１時間を基本とし、被験者が集合す
る。得られた結果を収集、統計化する。
本研究の HP にこれを掲載し、データ
が揃い次第個々の文法研究に供する。 
 広いスペイン語圏の文化背景は大き
く異なり、比較的均質なスペイン国内
での調査とは違い、中南米では、気候、
風土、民族、習慣、日常生活すべての
面で統一した調査は望めないと予想さ
れた。実際、現地の大学などに信頼が
おける、コーディネータの存在が不可
欠となった。調査は、まず、このよう
な世話役を探し、援助を求め、学生に
趣旨・意義を説明し、当日の準備、調
整、実行を任せられるかどうかにかか
っていた。現地アンケート調査の方法
論がしだいに確立していった。 

 
４． 研究成果 

今期３年で、それ以前の６年にわたる
調査、データ収集を経て、現在中南米
11 都市、12 大学を訪問し、それぞれに
て約 20 人の学生にアンケートを実施。
被験者の数は 250 人を超え、回収した
データは膨大な量になった。これにス
ペインでの実施結果と合わせると 450
人分に達する。得られたデータは一覧

化として上述 HP に掲載、自由に検索で
きるようになっている。研究分担者が
それぞれ文法・意味・語用論などのテ
ーマについて分析、研究会、学会、報
告書、論文などの形で公表している。
なお、代表者はバルセロナ大学 Emma 
Martinell 教授の退官記念論文集に本
研究の概要を本年度掲載する予定であ
る。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

      

  (調査の文法項目一覧例) 
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